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注

 P. 11～29
 システム構成を忠実に表したものではありません。

イメージとしてご理解ください。

 P. 42～45
 具体的な予定ではなく、コンセプトです。



発表の流れ

 背景

 研究開発

 概要

 詳細

 これまでの開発結果

 社会実験

 今後の予定

 将来展望

 デモ



発表概要

 成果
 道路からのCO2排出状況等を算出・配信する仕組みの構築

 地域住民の「交通行動」の変容を検証する実験を柏市で行う

 新規性
 交通・CO2情報を収集・保管・可視化・配信する各技術

 実フィールドでの社会的検証

 意義・将来展望
 一般市民を対象とした社会的システム

 自動車運転者以外も含めた環境意識の改革促進



背景



6

地球温暖化問題

 運輸部門からのCO2排出量は全体の約20%
 約90%は自動車交通からの排出

 産官の工夫： 環境対応車の開発・普及

 市民の工夫： みんなの気づきと行動変容

エコドライブ推進やモーダルシフト

6
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交通情報サービス

従来
路上ドライバーの自動車利用の利便性

今回
一般市民の気づきから行動変容へ

この先通行止です。
迂回してください。

ＣＯ２ひどい！
今日は自転車で
行ってみるか。
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路上・路側に設置された各種分散型センサ群

車載器、歩行者携帯端末などの分散型センサ群を
繋ぐプローブ情報

草の根データ収集

車載

据え置き

携帯

分散型センサ群



99

時空間で変化する交通状態を俯瞰的、網羅的に表現

市民にとって理解しやすい形で｢生活交通情報｣として
日常的に提供可能

サイバーフィジカルの出現
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柏駅方面はどの道も
こんなに渋滞するん
だな

今日の混雑予想

・・・生活交通情報として提供できれ
ば、市民の意識改革を効果的に起こ
すことが期待



研究開発の概要
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３つの技術分野

 情報の「収集」

 持続可能な交通状況観測

 情報の「統合・加工」

 時空間交通データベース

 断片的データ全体像への補間

 可視化

 情報の「配信」

 市民向け情報配信システム
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持続可能な交通状況観測

画像データ

車両感知器など

走行履歴

プローブ情報

（位置情報・速度 etc…）

まもなく柏駅
行きのバスが
到着します。

バスロケーションシステム

プローブ情報の他、車両感知器や
画像データ等、あらゆる情報を収集

路側カメラ
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時空間融合交通データベース

様々な形式の情報を使える形に変換

動
的
デ
ー
タ

静
的
デ
ー
タ

交通事故
データ
旧Ver.

道路交通
センサス
旧Ver.

環境
センサス
旧Ver.

施設データ
（MICHI）
旧Ver.

ＶＩＣＳ
データ

各種プローブ
データ
（A）

各種プローブ
データ
（B)

交通工学
プローブ
データ

交通事故
データ

道路交通
センサス

環境
センサス

施設データ
（MICHI）

各種プローブ
データ
（C）

各種プローブ
データ
（D）

センサス区間⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

VICSリンク
⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

トラカン
常時観測
データ

.
ＤＲＭ
旧ver.

差分テーブル 差分テーブル 差分テーブル 差分テーブル

バスプローブ
データ

オンデマンド
バスプローブ

データ
（柏市内)

タクシー
プローブ
データ
（柏市内)

ＤＲＭ
【基盤】

緯度経度⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

ＣＣＴＶ画像
交通量
データ

差分テーブル

道路情報
システム

（道路規制等）

ＮＥＸＣＯ
データ

（速度、規制等）

KP⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル
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市民向け生活交通情報配信システム

ナウキャストシミュレーション

統合されたデータを
地域住民にわかりや
すい形で提供
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システム全体のイメージ
交
通
行
動

交
通
状
態

ＣＯ2削減推定量etc…

持続可能な持続可能な
交通状態観測交通状態観測

市民向け市民向け
生活交通情報システム生活交通情報システム

時空間融合時空間融合
交通データベース交通データベース

施策評価施策評価

地域社会（∋地域行政）

気づき気づき

市民

行動変容行動変容

こんなに渋滞して
いるんだ…

こんなに渋滞して
いるんだ…

他の道を使ってみ
よう！

他の道を使ってみ
よう！

渋滞が減って
CO2削減！
みんなでやれば
できるんだ！

渋滞が減って
CO2削減！
みんなでやれば
できるんだ！

W
atc

h

統合データ

Process

Social feedback

E
valuate



研究開発の詳細
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研究開発の全体とサブテーマ

持続可能な持続可能な
交通状態モニタリング交通状態モニタリング

①②既設路側カメ
ラの画像センサ化

時空間融合時空間融合
交通情報基盤交通情報基盤

民間プローブ

DSRCプローブ

外部データ

⑤時空間交通情報
統合データベース

⑥ナウキャスト交通
シミュレーション

市民向け生活交通市民向け生活交通
情報配信システム情報配信システム

⑩実証実験・評価

⑦生活交通情報
生成システム

⑨既往メディアを
利用した配信

⑧仮想化空間での
生活交通情報提供

システム

3つの技術分野で、①～⑨のサブテーマを設定

※本研究開発には含まない

東大

東大・オリコン
ITL
アジア航測

オリコン

国際情報ネット

長大

パシコン

③ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄセン
サの多目的活用

④ライブシチュエー
ション型全周囲映
像配信システム

④低頻度ライブシチュ

エーション型全周囲映
像収集システム
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持続可能な状態モニタリング

持続可能な持続可能な
交通状態モニタリング交通状態モニタリング

③ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄセン
サの多目的活用

①②既設路側カメ
ラの画像センサ化

時空間融合時空間融合
交通情報基盤交通情報基盤

民間プローブ

DSRCプローブ

外部データ

⑤時空間交通情報
統合データベース

⑥ナウキャスト交通
シミュレーション

市民向け生活交通市民向け生活交通
情報配信システム情報配信システム

⑩実証実験・評価

⑦生活交通情報
生成システム

⑨既往メディアを
利用した配信

⑧仮想化空間での
生活交通情報提供

システム

④ライブシチュエー
ション型全周囲映
像配信システム

※本研究開発には含まない

東大

東大・オリコン
ITL
アジア航測

オリコン

国際情報ネット

長大

パシコン

④低頻度ライブシチュ

エーション型全周囲映
像収集システム
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①②既設路側カメラの画像センサ化
・①既存センサ処理システム開発
・②実フィールドへの展開・評価

・既存カメラの画像データから時空間ＭＲＦを用いて
交通量、速度等を生成し、サーバに送信

・１分に１枚程度の画像をサーバに送信

中央サーバ

既設カメラ
WiMAXによりデータを無線で
配信（交通データ、画像）

■既存センサの画像処理
システムのイメージ
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③ナンバープレートセンサの多目的活用

国道6号

国道16号

センサの配置（案）

設置断面
（4断面8方向を想定）

品川 ○○○

ね 00-00

ＤＢ化

＜多目的活用＞

•ＯＤ

•交通量

•所要時間

ナウキャスト シュミレーションへ
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④ライブシチュエーション型
全周囲映像配信システム開発

前方向 右方向
左方向

後方向

後方向

全周囲映像 撮影情報

LiveViewLiveView クラウドクラウド

サービスサービス サーバーサーバー

GPS

撮影車

現地撮影部隊現地撮影部隊

The InternetThe Internet

公衆無線通信に
よるデータ転送

全周囲カメラ
・暗号化した映像をサーバーに転送
・公衆無線を利用した映像のアップロード

・交通履歴の蓄積

地域B

地域C．．．・混雑度のリアルタイム表示
・撮影地域の比較表示（日時・時間）

表示端末表示端末 地域A

混んでいる

混んでいない
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時空間融合交通情報基盤

持続可能な持続可能な
交通状態モニタリング交通状態モニタリング

①②既設路側カメ
ラの画像センサ化

時空間融合時空間融合
交通情報基盤交通情報基盤

民間プローブ

DSRCプローブ

外部データ

⑤時空間交通情報
統合データベース

⑥ナウキャスト交通
シミュレーション

市民向け生活交通市民向け生活交通
情報配信システム情報配信システム

⑩実証実験・評価

⑦生活交通情報
生成システム

⑨既往メディアを
利用した配信

⑧仮想化空間での
生活交通情報提供

システム

④ライブシチュエー
ション型全周囲映
像配信システム

※本研究開発には含まない

東大

東大・オリコン
ITL
アジア航測

オリコン

国際情報ネット

長大

パシコン

③ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄセン
サの多目的活用

④低頻度ライブシチュ

エーション型全周囲映
像収集システム
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⑤時空間交通情報
統合データベースの開発

動
的

静
的

ＩＴＳスポット

プローブデータ

民間プローブ

データ

※年1回更新

プローブ
データ

（国交省）

※年1回更新

プローブ
データ

（国交省）

トラカン

常時観測

データ

.
ＤＲＭ
旧ver.

【凡例】 ：プローブデータ ：対応テーブル

：差分データ ：旧データ

【凡例】 ：プローブデータ ：対応テーブル

：差分データ ：旧データ

緯度経度⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

既設

カメラ

画像
センサ

既設

カメラ

画像
センサ

差分

ナウキャスト交通
シミュレーション

市民向け
情報配信

データベースとして一元化

地点の交通量・速度・密度等の交通データ
（緯度・経度）

交通データ（主に交通量、OD）

交通工学
プローブ

データ
（予定）

ＤＲＭ
【基盤】

動
的

道路交通

センサス

道路交通
センサス

（OD）

差分

PT

データ

PT
データ

差分静
的

→統計処理に活用

ナンバー

プレート
センサ

プローブデータ等（主にDRMで管理できるデータ）

全周囲

映像
データ

交通事故

データ

交通事故
データ

差分

交通事故

データ

交通事故
データ

差分

道路交通

センサス

道路交通
センサス

（OD）

差分

道路交通

センサス

道路交通
センサス

（OD）

差分

動的

静的

ファイルサーバ
（二重化構成）

受信サーバ
（二重化構成）

他システム

I/F
変換

セキュアな回線

登録

受信・変換 蓄積・配信一元化の流れ
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⑥ナウキャスト
交通シミュレーション

センサ／プローブで観測した
柏市の「今の」交通流動状態

「今の」交通流動状態を
再現する交通シミュレーション

フィット

渋滞損失
エネルギー消費量

CO2排出量

両者の流動状態が
整合するように
シミュレーションの
諸条件を調整する
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⑦生活交通情報
生成システムの開発

主要起点からの到達時間マップ
 市民の交通動線ニーズをふまえ、ナウキ

ャストシミュレーション結果を可視化

今日の交通状況展望情報
 今日と類似の過去情報を提示して、交通

行動プランニングに役立てる

事故・災害・イベント時の特異状況情報
 交通行動の再考を促す

中長期の環境指標変化の視覚化
 市民のエコマインドを持続させる

10分
20分

30分

マラソン規制に
伴う通行障害

○○駅からの
到達所要時間

１時間毎の
交通状況予想
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市民向け生活交通情報配信システム

持続可能な持続可能な
交通状態モニタリング交通状態モニタリング

①②既設路側カメ
ラの画像センサ化

時空間融合時空間融合
交通情報基盤交通情報基盤

民間プローブ

DSRCプローブ

外部データ

⑤時空間交通情報
統合データベース

⑥ナウキャスト交通
シミュレーション

市民向け生活交通市民向け生活交通
情報配信システム情報配信システム

⑩実証実験・評価

⑦生活交通情報
生成システム

⑨既往メディアを
利用した配信

⑧仮想化空間での
生活交通情報提供

システム

④ライブシチュエー
ション型全周囲映
像配信システム

※本研究開発には含まない

東大

東大・オリコン
ITL
アジア航測

オリコン

国際情報ネット

長大

パシコン

③ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄセン
サの多目的活用

④低頻度ライブシチュ

エーション型全周囲映
像収集システム
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⑧仮想化空間での生活交通情報
提供システムの開発

見えない
CO2の排出
状況を誰に
でもわかり
やすい形で
可視化する
ことも検討
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⑨既往メディアを利用した配信

29

時空間交通情報
統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

交通情報配信システム

<ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ>

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用しPC、携帯端末

（携帯、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ）への交通情報
の配信

・センサー、カメラからの情報収集
・ナウキャスト交通シミュレーション
・生活情報生成システム

・リアルタイム渋滞予測における
ルート案内

・天候、時間帯における渋滞予測
・公共交通機関への切り替え誘導
・CO2排出状況の情報配信



これまでの開発結果



配信画面（ＣＯ２スコープ）



配信画面（ＣＯ２排出量）



配信画面（ＣＯ２排出グラフ）



配信画面（ライブシチュエーション）



社会実験



 2種類の調査を実施

 プローブパーソン調査
 被験者にCO2情報を配信し、どのような交通行動をとるか記録

 CO2情報を見る場合・見ない場合で比較し、削減排出量を推計

 プレ実験：明日12/6より*、20名
 本実験： 2013年度、100名予定

 Webアンケート調査（本実験のみ）
 本実験： 2013年度、1000名予定

社会実験

*CO2情報を見せない場合

については調査済み、集計中
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フィールド：千葉県柏市

 内閣府ITSモデル都市

 柏ITS推進協議会との連携体制



プローブ
パーソン
調査

 事前準備
 スマートフォンに専用アプリをインストール

 外出時・出発前
 現在のCO2排出状況を閲覧

 目的地・移動手段を設定



 移動中
 GPS等を利用して移動履歴を収集

 交通モード（徒歩・電車）を変更した場合は手動入力

 到着後
 移動履歴・CO2排出量を確認

 別手段で移動した場合の結果も確認（本実験時のみ）

 これらの閲覧履歴を収集

プローブ
パーソン
調査



今後の予定

40



今後の予定

 本実験（2013年度）

 評価
 行動変容・排出削減効果
 システムの受容性、社会的便益、採算性、精度等

 デモンストレーション
 2013年10月 ITS世界会議のショーケース

 研究終了後の運用検討
 実運用に向けた具体的対策、運用体制の構築



将来展望

42
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家庭

業務

地域

交通システム

クラウドコンピュータ上の４次元仮想都市クラウドコンピュータ上の４次元仮想都市

クラウドコンピュータ上の
４次元仮想化都市

（交通情報データセンター）

人間のアウェアネスの拡大
行動変容
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クラウド４次元仮想化都市

実世界の仮想化

パスト・ナウ・フォア

実都市制御情報

ユビキタス情報提供

エネルギー需要
インテグレーション

低炭素
交通システム

クラウド４次元仮想都市
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透視機能
ビル影に
車！！！

千里眼・透視・タイムマシン機能

千里眼機能
今の渋谷の

渋滞は？

首都高走行中
にも

タイムマシン機能
1時間後の新宿の汚染

は？

青葉台の自宅
にて



デモ
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入力設定



エコルートナビ



経路測定



移動手段選択



到着確認



測定結果


